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科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考
区分

21世紀においては、 環境、 食糧、 医療、 エ ネルギ ー問
題が深刻化している。 今こそ「バイオテクノロジー」を
鍵とした環境に優しい持続可能な社会システムの構築が
熱望されている。 「生物資源工学」とは、 バイオテクノ 高度国際性涵養

生物資源工学A ロジ ー の中核となる「バイオの力」を探索し、 実用性を 教育科目として
評価するための手法・技術を発見し、 応用に結びつける 履修可
学問である。 本講義では、 生物資源工学の必須戦術であ
るメタボロミクス（代謝物解析）の原理と応用範囲を理
解することを目的とする。

21世紀においては、 環境、 食福、 医療、 エ ネルギ ー問
題が深刻化している。 今こそ「バイオテクノロジー」を
鍵とした環境に優しい持続可能な社会システムの構築が
熱望されている。 「生物資源工学」とは、 バイオテクノ
ロジ ー の中核となる「バイオの力」を探索し、 実用性を 高度国際性涵養

生物資源工学B 評価するための手法・技術を発見し、 応用に結びつける 教育科目として
学問である。 本講義では、 生物資源工学に関わるディ 履修可
ベ ー トゲー ムとラウンドテ ーブルディスカッションを通
した学際的アプロー チを用いることにより、 問題を解決
するための創造的思考方法を習得する。 簡潔、 明瞭、 か
つ効果的なプレゼンテ ーション技術を習得する。

先端バイオテクノロジ ーにおいて重要となる遺伝子発
現制御、 遺伝学と分子育種、 染色体・ ゲノム工学に関す

専
る最新の知見を学習する。 本授業はスライド資料を用い 高度国際性涵養

ゲノム機能工学 た講義形式および、 理解を深めるためのビデオ視聴形式 教育科目として
にて実施する。 個々の技術の理解を促進し情報を共有す 履修可

教 るために、 関連するテ ー マに関してのアクティブラーニ
云目 ングとしての課題発表と課題レポート提出を課す。
科
目 生物多様性条約にかかわる微生物の多様性と持続的利

用について解説する。 醗酵産業における微生物の役割に 高度国際性涵養
微生物学特論A ついて、 アクティブラ ー ニングとしての課題調査を行 教育科目として

い、 デイベ ー トゲ ー ムとディスカッションを通して微生 履修可
物の多様性と持続的利用について修得する。

生物多様性条約にかかわる微生物の多様性と持続的利
用について特に、 1. エ ネルギ ーと物質循環における微
生物の 役割、 2. 微生物研究の新展開、 について解説 高度国際性涵養

微生物学特論B し、 理解する。 この授業では、 ウィルスも対象とする。 教育科目として
微生物研究の新展関における微生物の役割について、 課 履修可
題調査を行いし、 ディベ ー トゲー ムとディスカッション
を通して微生物研究の新展開について修得する。

生理活性物質の基礎的知識を習熟するため、 その化学
高度国際性涵養

分子微生物学 構造、 作用機序、 生合成機構、 生合成酵素、 生産制御機 教育科目として
構、 新規生理活性物質の創出に関する各内容および最新
の知見を含めて講義する。 履修可

近年めざましい発展を続けているナノバイオテクノロ
ジ ーの中でもフォトニクスを用いたエポックメイキング

ナノバイ オ テ ク ノ ロ な生理機能研究について、 フォトニクスの基礎の理解に 高度国際性裾養

ジー特論A
重点を置く解説を行い、 グルー プディスカッションとレ 教育科目として
ポー トにより理解を深める。 特にグル ー プディスカッ 履修可
ションでは「デザイン思考」を取り入れ、 斬新なアイデ
アを出すノウハウを学ぶ。
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